
臨
海
埋
め
立
て
市
街
地
②

下
町
的
風
土
が
醸
し
だ
す
、
街
の
や
さ
し
さ

世
代
・
国
籍
・
文
化
の

異
な
る
多
様
な
住
民
層
を
包
容

　
鶴
見
区
潮
田
地
区
は
、
ま
さ
に
近
・
現
代
の

日
本
の
工
業
化
や
経
済
発
展
と
軌
を
一
に
変
貌

を
と
げ
て
き
た
エ
リ
ア
で
あ
る
。

　
東
京
湾
に
面
し
た
静
か
な
田
園
地
帯
で
あ
り
、

潮
干
狩
り
や
海
水
浴
の
行
楽
地
と
し
て
名
を
馳

せ
て
い
た
潮
田
一
帯
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
、

大
正
時
代
。
”
京
浜
埋
め
立
て
の
祖
”
と
い
わ

れ
る
浅
野
総
一
郎
が
大
正
２
年
に
鶴
見
埋
立
組

合
を
組
織
し
、
海
岸
の
埋
め
立
て
に
着
手
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
こ
の
埋
め
立
て
地

に
は
日
本
の
重
化
学
工
業
を
リ
ー
ド
す
る
大
資

本
工
場
か
進
出
。
か
つ
て
半
農
半
漁
を
営
ん
だ

地
域
は
工
業
真
鴨
に
急
速
に
発
展
し
た
。

　
大
正
５
年
か
ら
埋
め
立
て
地
に
旭
硝
子
や
浅
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海部が埋め立てられ、大規模

工場が進出した。それに伴い、

工場就労者の人口流入、急速

な市街地化が進んだ。第二次

世界大戦では大きな被害を受

けたが、戦後、戦災復興土地

区画整理事業が施行され、臨

海部の工業地帯の復興・発展

ともに、再び高密度住宅地が

形成された。

地勢　鶴見区の南東部、川崎

市との市境に位置する。鶴見

川河口部の田園地帯および新

田開発や埋立事業で形成され

た地域で、地区全体が起伏の

ない平坦地。沿岸部は京浜工

業地帯。 JRや京急の鉄道駅か

ら近く、バス交通網も充実し、

交通面では便利な環境にある。

歴史　江戸時代は半農半漁の

地域だった。大正期以降に臨

　
臨
海
部
の
工
業
地
帯
と
密
接
な
関
係
の
も
と

で
発
展
し
て
き
た
潮
田
地
区
だ
が
、
近
年
、
京

浜
工
業
地
帯
と
そ
の
就
労
者
の
受
け
皿
と
い
う

関
係
は
薄
れ
つ
つ
あ
る
。

　
京
浜
工
業
地
帯
の
就
業
者
数
は
、
国
内
製
造

業
の
空
洞
化
や
産
業
構
造
の
転
換
を
背
景
に
8
0

年
代
以
降
低
下
し
て
お
り
、
地
区
住
民
の
就
労

地
を
見
る
と
、
鶴
見
区
内
で
働
く
人
は
5
4
・

1
7
％
。
そ
の
多
く
が
京
浜
工
業
地
帯
に
勤
め
て
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”
職
工
さ
ん
の
ま
ち
”
と
し
て
発
展

野
造
船
、
日
本
鋼
管
製
鉄
所
、
芝
浦
製
作
所

（
現
・
東
芝
）
な
ど
が
工
場
を
設
け
た
。
そ
れ
に

伴
っ
て
、
就
労
者
の
た
め
の
百
軒
長
屋
な
ど
社

宅
・
給
与
住
宅
の
整
備
が
進
み
、
潮
田
は
”
職

工
さ
ん
の
ま
ち
”
と
し
て
の
性
格
を
強
め
た
。

臨
海
部
工
場
地
帯
と
鶴
見
駅
を
結
ぶ
通
り
に
位

置
す
る
本
町
通
商
店
街
に
は
「
×
×
工
場
御
用

達
」
と
書
か
れ
た
看
板
や
の
ぼ
り
が
掲
げ
ら
れ
、

職
工
さ
ん
の
給
料
日
に
は
市
が
立
っ
た
と
い
う
。

　
第
２
次
世
界
大
戦
で
臨
海
部
の
工
場
地
帯
と

地
区
の
約
半
分
が
壊
滅
状
態
と
な
っ
た
も
の
の
、

戦
災
復
興
を
経
て
、
高
度
成
長
期
に
は
再
び
京

浜
工
業
地
帯
で
働
く
人
々
と
そ
の
家
族
が
暮
ら

す
職
住
近
接
型
の
街
と
し
て
復
活
し
た
。
な
お
、

現
在
の
同
地
区
は
、
戦
災
復
興
時
の
区
画
整
理

事
業
に
よ
る
整
然
と
し
た
街
並
み
の
エ
リ
ア
と
、

潮
田
地
区

鶴
見
区

潮田地区

空
襲
を
ま
ぬ
が
れ
戦
前
の
面
影
を
残
す
住
宅
密

集
エ
リ
ア
で
形
成
さ
れ
て
い
る
。

薄
れ
つ
つ
あ
る

京
浜
工
業
地
帯
と
の
関
係



い
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
か
つ
て
と
比
べ
れ
ば

臨
海
部
の
工
場
で
働
く
人
は
確
実
に
減
り
、
京

浜
臨
海
部
で
働
い
て
い
た
地
域
住
民
の
二
世
、

三
世
は
区
外
で
働
く
こ
と
も
多
い
。

　
ま
た
、
工
場
が
撤
退
し
、
工
場
跡
地
に
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
大
規
模
集
合
住
宅
が
建
つ
ケ
ー
ス

も
増
え
て
き
た
。
潮
田
地
区
に
は
交
通
面
で
の

利
便
性
や
住
居
費
や
物
価
の
安
さ
と
い
っ
た
経

済
的
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
都
心
回
帰
型
の
若
年

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
や
単
身
高
齢
者
の
流
人
を
促
進

さ
せ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
現
在
の
住
民
層
は
お
お
ま
か
に

３
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
半
農
半
漁
の
時
代
か
ら

住
む
住
民
層
、
大
正
時
代
以
降
に
臨
海
部
の
工

横浜市の外国人登録者数の区別構成比

業
地
帯
の
就
労
者
と
し
て
移
住
し
て
き
た
住
民

層
、
そ
し
て
近
年
移
り
住
ん
で
き
た
住
民
層
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
住
民
間
に
対
立
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
地
元
の
人
は
「
人
な
つ

つ
こ
い
街
だ
よ
」
と
評
す
が
、
下
町
的
な
風
通

し
の
良
い
人
間
関
係
や
相
互
扶
助
的
精
神
が
根

づ
き
、
新
た
に
移
り
住
ん
で
き
た
人
に
と
っ
て

も
溶
け
込
み
や
す
い
ま
ち
で
あ
る
。

・鶴見区の外国人登録者の国別構成比

　
「
鶴
見
区
民
の
4
0
人
に
１
人
が
外
国
人
で
す
。

私
た
ち
は
、
外
国
の
人
た
ち
に
『
日
本
に
来
て

よ
か
っ
た
な
。
鶴
見
に
住
ん
で
良
か
っ
た
な
』

と
思
っ
て
ほ
し
い
と
、
心
か
ら
願
う
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
集
ま
り
で
す
」
。

　
こ
れ
は
在
住
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室

を
開
い
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
こ
ん
に

ち
は
」
（
国
際
交
流
の
会
）
の
活
動
紹
介
文
の
一

節
だ
が
、
潮
田
地
区
に
は
数
多
く
の
外
国
人
が

住
む
。
戦
前
か
ら
の
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
は
も

と
よ
り
、
中
南
米
系
外
国
人
も
多
い
。
平
成
1
3

年
1
0
月
現
在
、
横
浜
市
在
住
の
中
南
米
系
外
国

人
の
う
ち
、
約
３
分
の
１
の
2
2
0
1
人
が
鶴

見
区
に
住
み
、
そ
の
大
半
が
潮
田
地
区
周
辺
に

潮田地区就労者の鶴見区内就労率(同区内北寺尾地区との比較)

居
住
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
背
景
に
は
、
働
く
場
所
の
多
さ
や
物
価

や
家
賃
の
安
さ
に
加
え
、
中
南
米
の
日
系
人
と

血
縁
関
係
を
持
つ
沖
縄
県
出
身
者
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
あ
る
こ
と
が
大
き
い
。
過
去
、
沖
縄
か

ら
は
多
く
の
人
々
が
臨
海
部
工
業
地
帯
の
就
労

者
と
し
て
移
り
住
ん
で
き
た
。

　
現
在
、
横
浜
市
鶴
見
沖
縄
県
人
会
の
会
員
数

は
２
万
4
6
7
0
人
、
そ
の
家
族
を
含
め
る
と

区
内
に
は
３
万
５
～
６
千
人
の
沖
縄
県
出
身
者

が
暮
ら
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
な

か
で
も
、
そ
の
半
数
以
上
が
住
む
潮
田
地
区
に

は
、
沖
縄
料
理
店
や
沖
縄
の
食
材
を
扱
う
商
店

や
軒
先
に
シ
ー
サ
ー
を
置
く
家
が
点
在
し
、
出
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密
集
市
街
地
の

エ
ス
ニ
ッ
ク
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
柔
軟
さ
は
、
潮
田
地
区
が

国
際
色
豊
か
な
エ
リ
ア
で
あ
る
こ
と
に
も
あ
ら

わ
れ
て
い
る
。



身
者
に
よ
る
文
化
継
承
も
盛
ん
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
な
か
、
沖
縄
か
ら
中
南
米
に
移
り
住
ん

だ
日
系
人
の
労
働
者
と
そ
の
家
族
が
、
身
寄
り

の
多
い
潮
田
地
区
に
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。

　
同
時
に
、
地
区
特
有
の
下
町
的
な
フ
ラ
ン
ク

さ
が
外
国
人
に
と
っ
て
の
居
心
地
の
良
さ
を
生

み
出
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
住
民
の
間
で
は
日

本
語
教
室
「
こ
ん
に
ち
は
」
を
は
じ
め
、
外
国

人
と
の
交
流
や
外
国
人
に
対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
も
盛
ん
だ
。
学
校
関
係
で
は
、
Ｉ
Ａ
Ｐ

Ｅ
（
外
国
人
児
童
生
徒
保
護
者
交
流
会
）
が
設

立
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
教
職
員
、
南
米
出

身
の
保
護
者
な
ど
が
教
育
問
題
や
地
域
交
流
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
毎
週
土
曜
日
、
潮

田
小
学
校
と
潮
田
中
学
校
を
拠
点
に
、
外
国
人

の
子
ど
も
た
ち
が
母
国
語
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

国
語
教
室
を
開
い
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
外
国
人
と
地
域
住
民

が
接
す
る
中
、
草
の
根
的
に
発
生
し
て
き
た
。

工
業
化
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
か
ら
人
々

が
移
り
住
み
、
都
市
化
し
て
き
た
潮
田
地
区
は

多
様
な
文
化
を
受
け
入
れ
る
柔
軟
性
や
ニ
ュ
ー

カ
マ
ー
へ
の
も
て
な
し
精
神
に
富
ん
で
い
る
。

ふ
だ
ん
の
生
活
の
中
で
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に

外
国
語
を
耳
に
し
、
街
を
歩
け
ば
、
多
く
の
国

際
色
豊
か
な
レ
ス
ト
ラ
ン
や
商
店
に
出
会
う
。

個
々
の
文
化
が
そ
れ
ぞ
れ
特
色
を
放
ち
な
が
ら
、

街
に
自
然
に
溶
け
込
ん
で
い
る
の
は
、
潮
田
地

区
な
ら
で
は
の
包
容
力
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て

い
る
。

下
町
的
助
け
合
い
感
覚
で
活
発
化
す
る
、

高
齢
者
へ
の
生
活
支
援

　
潮
田
地
区
の
特
徴
は
、
地
域
が
育
ん
で
き
た
下

町
気
質
。
す
な
わ
ち
、
「
祭
り
好
き
」
「
お
せ
っ
か

い
｣
｢
親
切
｣
｢
気
風
の
よ
さ
｣
｢
人
情
深
い
｣
。
そ

ん
な
下
町
気
質
を
ベ
ー
ス
に
地
域
に
は
相
互
扶
助

精
神
が
深
く
根
づ
い
て
い
る
。
高
齢
者
に
対
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
も
活
発
だ
。

　
現
在
、
同
地
区
の
6
5
歳
以
上
人
口
の
割
合
は

１
６
・
0
8
％
で
、
市
や
区
の
平
均
を
上
回
り
、
な
か

・ボランティアグループ｢鶴の恩返し｣の活動

で
も
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
数
が
他
地
区
に
比

べ
て
多
い
。
ま
た
、
子
ど
も
と
同
居
し
て
い
る
場

合
で
も
、
6
0
代
が
8
0
代
を
介
護
す
る
と
い
う
老
老

介
護
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
な
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
お
り
づ
る
の
家
」
で
は
、
毎
週
金
曜
日
、
痴
呆

性
高
齢
者
を
対
象
に
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
る
。
場
所
は
元
民
生
委
員
の
自
宅
の
茶
の
間
。

こ
こ
の
家
で
は
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
以

外
に
も
、
他
の
曜
日
に
地
域
の
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
を
招
き
、
夕
食
会
な
ど
も

行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
潮
田
地
区
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
拠
点
が
「
潮
田
地
域
ケ
ア

プ
ラ
ザ
」
。
平
成
６
年
に
開
館
し
た
同
施

設
は
区
内
初
の
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
だ
が
、

要
介
護
高
齢
者
に
対
す
る
施
設
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
活
動
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担

っ
て
い
る
。

　
と
い
う
の
も
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
だ
け

で
は
、
高
齢
者
の
生
活
全
般
を
ケ
ア
し

き
れ
な
い
。
負
担
の
多
い
介
護
者
や
、

多
少
の
生
活
支
援
が
あ
れ
ば
自
立
し
た

生
活
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
高
齢
者
の

た
め
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
も
不
可
欠
と
の

認
識
か
ら
、
同
施
設
開
設
を
機
に
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
誕
生
し
た
。

　
た
と
え
ば
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
「
ラ

ン
チ
さ
る
び
あ
」
や
「
キ
ッ
チ
ン
４
０
３
」
が
週

４
日
、
同
プ
ラ
ザ
を
拠
点
に
活
動
。
ま
た
、
「
鶴

の
恩
返
し
」
は
、
リ
タ
イ
ア
し
た
男
性
約
6
0
名
で

組
織
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
、
『
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
コ
ン
ビ
ニ
』
を
標
語
と
し
て
お
り
、

病
院
な
ど
へ
の
外
出
支
援
や
「
ラ
ン
チ
さ
る
び
あ
」

が
つ
く
る
弁
当
の
配
達
、
「
お
た
す
け
ま
ん
」
と

名
づ
け
た
買
い
物
代
行
、
建
具
の
修
理
、
庭
の
草

取
り
、
安
否
確
認
サ
ー
ビ
ス
な
ど
幅
広
い
活
動
を

展
開
。
常
に
メ
ン
バ
ー
の
誰
か
し
ら
が
ケ
ア
プ
ラ

ザ
に
出
入
り
し
、
依
頼
が
あ
れ
ば
気
軽
に
応
じ
る

体
制
を
心
が
け
て
い
る
。

　
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
活
発
な
こ
と
や
、

地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
や
地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
生
活
支

援
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
銭
湯
や
弁
当

屋
な
ど
商
店
が
揃
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
潮

田
地
区
は
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
と
っ
て
住
み

や
す
く
、
地
区
内
に
移
り
住
ん
で
く
る
単
身
高
齢

者
も
多
い
。

　
　
「
潮
田
は
下
町
・
職
人
気
質
の
ま
ち
。
な
ぜ
そ

こ
ま
で
我
慢
す
る
の
か
と
思
う
ほ
ど
、
昔
か
た
ぎ

の
我
慢
強
い
高
齢
者
が
多
い
。
ま
た
、
自
分
た
ち

の
高
齢
期
は
で
き
る
だ
け
子
ど
も
に
頼
ら
ず
、
地

域
の
支
え
あ
い
の
中
で
自
立
し
て
生
活
し
て
き
た

い
と
考
え
て
い
る
人
も
多
い
」
と
は
ケ
ア
プ
ラ
ザ

の
ス
タ
ッ
フ
の
言
で
、
そ
の
希
望
に
応
え
た
い
と

下
町
的
扶
助
精
神
か
ら
始
ま
っ
た
住
民
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は
、
き
わ
め
て
自
然
に
行
わ
れ
て
い

る
。

　
潮
田
地
区
は
相
互
扶
助
の
努
力
に
よ
っ
て
、

高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
環
境
で
安
心
し
て
生
き
生

き
と
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
に
な
っ
て
い
る
。
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